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１．研修事業 

1-1 省エネルギー普及のための人材育成事業 

省エネルギー普及活動を活発化・拡大させるため、地域や学校等において省エネルギー

を推進できる人材を育成するとともに、既に省エネルギー普及活動を実施している人材と

のネットワークの構築を図りました。各地域で省エネルギー普及活動を実践している方を

対象に、省エネルギー知識や普及方策に関する研修を開催し、省エネルギーに関する最新

の動向等の習得、相互のネットワークの構築が図られました。 

 

・開催時期：平成 19 年 10 月～11 月（各会場：研修 2 日間） 

・開催場所：全国 20 会場（札幌市、仙台市、秋田市、宇都宮市、さいたま市、東京都新宿

区、立川市、千葉市、横浜市、浜松市、名古屋市、富山市、

京都市、大阪市、神戸市、広島市、高松市、福岡市、熊本市、

那覇市） 

・受講対象：民間団体、地方自治体、企業等の省エネルギー・省資源担当者等 

・応募者数：702 名 

・修了者数：597 名 

 

なお、本研修修了者のうち 370 名が、省エネルギー普及指導員の登録を行い、今後、「省

エネルギー普及指導員」として、各地域での省エネルギー普及活動を推進していくことと

なりました。 

 

1-2 省エネルギー普及指導員の登録 

1-1 で述べた、省エネルギー普及のための人材育成事業において行われた研修の修了者よ

り、「省エネルギー普及指導員」としての登録を受け付け、また、省エネルギー普及指導員

からの各地域で行っている省エネルギー普及活動の報告をまとめました。 

省エネルギー普及指導員のこれまでの登録者総数は、平成 19 年度末で計 1,737 名とな

りました。平成 19 年度の省エネルギー普及指導員の活動としては、8,122 件の報告があり

ました。その活動内容は、省エネルギー相談、自治体等での講座・勉強会講師、自治体等

が主催する省エネルギー・環境イベントでの普及推進活動の実施などで、多岐にわたる省

エネルギー普及活動に携わっています。 
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○省エネルギー普及指導員の活動件数 
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２．活動報告 

＜北海道地区＞ 

自治体：ＮＰＯ等での講演/ワークショップ 

「みどりの環境づくり講座」（北海道：福士さん） 
概要：樹木医の立場から、地球規模、日本規模の温

暖化や、二酸化炭素を減らすための緑化の意義、

地域の活動について講義されました。 
 
 
 
 
 
「Ene Female21」で講師(北海道：藤田さん) 
概要：女性に暮らしの中で取り組むことができる省エネや環境問題を生活者の立場で提案

し、身近に考えてもらうため、「Ene Female21」を平成 18年に設立しました。学習
会、エネルギー関連施設見学会、講演会、会報

誌「エネ：バスケット」の発行等の活動を行っ

ています。今年度は前半に省エネの話をして、

後半にテーブルトークで情報交換や講座の質

問を受け付け、毎回ワイワイ、ガヤガヤと楽し

く取り組んでいます。 

http://www.enetalk21.gr.jp/ef21/ef21_report_h19.html 
 
「冬の省エネキャンペーン」での省エネコーチ(北海道：石塚さん) 
概要：北海道経済産業局(受託者：北海道財団)が web 上で行った「冬の省エネキャンペー

ン」において省エネコーチとして 3ヶ月間市民からの意見に対してコーチングを行っ
た。 

http://www.co2co2down.com/ 
 

自分の専門知識を活かして自主的な活動(北海道：中田さん) 
概要：水源地域ビジョン推進会議、水災に強い地域づくりモニターＯＢ会、日本技術士会

の地域主権分科会、環境省のエコアクション 21 審査人、環境カウンセラー（事業者：

市民部門）、北海道環境再生医の会などの活動であり、これらに関しては、例年通り

かなり積極的に活動することができた。 
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省エネルギー対策の紹介(北海道：大石さん) 

概要：私は商店やオフィス向けにＩＴセミナーを行っていますが、必ず 1日は省エネル 
ギーについてのお話をしました。一番受講者に評判のよかった北海道商店や小さなオ

フィス向けに実際の省エネルギー効果をあげた例を簡単にご紹介します。「実験対象

とした１重窓にブラインドのオフィスは１日20リットルの灯油を消費していました。
そこで窓にはカーテンをつけ、小さな窓は断熱材を嵌め込みにしました。工事には約

19日弱の灯油代金と同等の費用がかかりました。この工事後の灯油消費量を計算した
ところ、何と 1日に約 8リットルの灯油、約 760円が節約できていました。出来るこ
とから始めるだけでも、これだけの省エネルギーが実現できたのです。」 
 

小学校での出前講座：ワークショップでの講師 

概要：主催している市民団体「地球を愛する会＠月

形」を中心に地球温暖化防止に向けた取組とし

ての講演活動などをしています。月形小学校４

年生の授業で講演を行った時のものです。 
 
 
 
 
 
「親子省エネ教室ｉｎエコチルトレイン」(北海道：宮森さん) 

概要：環境教育電車として貸し切った市電（エコチルトレイン）の中で、「さっぽろキッズ

エコライフノート」をテキストとして、夜の地球儀や手回し発電機を使い、子ども達

にエネルギーや地球温暖化について考えてもらった後、もう一人の講師の新保るみ子

さんが、ソーラー電池とメロディーＩＣの実験キットで工作を指導しました。マドレ

でエコクッキングを体験した父母と合流、試食後の「親子省エネ教室」で、省エネセ

ンターのＶＴＲ、省エネ電球と白熱電球の点灯比較実験を見てもらい、家庭の省エネ

の取り組み事例や省エネ１０ポイントシートの実践についてお話しました。 最後に、

省エネクイズで親子全員が盛り上がりました。 
  
 
 
 
 
 
 



5 
 

イベントを通じた普及活動 

「みんなで進めよう温暖化防止＆省エネ」（北海道：岡崎さん） 
概要：２月の「省エネルギー月間」に、省エネでな

おかつ暖かい暮らしの助けになるグッズや、お

いしい保温調理の方法の説明のためのミニチ

ュアを作成：展示し、目で見て学べる、わかり

やすい省エネの紹介をされました。 
 
 
 
省エネ相談 

「ECO宣言」プロジェクトへの助言：指導(北海道：武田さん) 
概要：札幌商工会議所「ECO宣言」プロジェクトへの助言：指導を行った。 
http://www.sapporo-cci.or.jp/eco/ 
 

住宅断熱に関する市民講座､協議会の学習会の実施(北海道：中村さん) 
概要：えべつ温暖化協議会では、毎年住宅断熱などについて専門員による市民講座､協議会

の学習会を開催している｡省エネナビの活用で

は､江別市に実績データを送り､市民に省エネ

内容など公表している( 電気､ガス、燃料､ガソ
リン：灯油：軽油､水道水､ごみ､その他)。今後
についても､省エネを中心に PRして、”世界的
すばらしいグリーンアイランド 北海道”の環

境を守り､世界に発信する場所にしていきた

い｡ 
 
メディアを利用した活動 

「知っているからやっているへ」（北海道：吉田さん） 
概要：所属団体の広報誌へ、「知っているからやっている

へ」と題し、省エネ体験談を寄稿しました。 
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＜東北地区＞ 

自治体：ＮＰＯ等での講演/ワークショップ 

「地球温暖化でどうなるくらし」（宮城県：手塚さん） 
概要：地球温暖化と自分たちの生活への関わりを、講

演地域の実情に則した形で、具体的な食の事例

などを用いてお話されました。 
 
 
 
 
 
 
「環境教育セミナー（家庭でできる省エネ）」（福島県：新山さん） 
概要：会津若松で実施した研修会では、地球温暖化の現象の実態を報告しました。ただ、

一般的なお話ではつまらないので、福島県での気候変動のデータを少し紹介しながら、

実感として身近に迫っている地球温暖化を感じていただきました。 
 
福島県ボランティアフェスティバルにて(福島県：山口さん) 
概要：福島県ボランティアフェスティバルにおいて

環境ボランティアとしてパネルディスカッシ

ョンに参加し、団体の活動と地球の現状を伝

えながら省エネルギーの取り組みを紹介しま

した。 
 
 
 
一人の行動が地球を救う(青森県：永井さん) 
概要：一人の行動が地球を救うというタイトルで講演を実施。

「めんどうくさい」を「もったいない」へ、地球温暖化

防止のために“mottainai”の気持ちで今すぐできるこ
とがたくさんあることを話しました。 
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ゼロエミッションフォーラムのパネリスト(秋田県：那須さん) 
概要：秋田県と国連大学主催で「県民総参加による循環型社会を目指して ～ 県民：事業者：

行政それぞれの連携のもとに ～」のパネリストを担当。この様子はインターネット
でも見られ、冊子も制作され、反響の大きさを実感している。 

http://www.unu.edu/zef/event%20files/ZEF%20in%20Akita%20.pdf 
 
「地球温暖化現象に関する動向に関する講演」(岩手県：長山さん) 
概要：IPCC 第 4 次報告書を中心に「地球温暖化と

は？」又、「今自分たちが何ができるか」をお

話した。大まかなストーリーは、添付している

パワーポイント レジメ資料を参照願います。 
 
 
 
 
学校等での省エネ教育 

「親子環境チャレンジ教室」（宮城県：菅谷さん） 
概要：小学校のＰＴＡ、行政、ＮＰＯ、環境関連企

業と共同で、食物連鎖のうちから「空」「水」

「土」「みどり」「生き物」「ゴミ」「リサイクル」

をテーマとしたフォーラムを開催。ホッキョク

グマを中心とする剥製を動物園より借用、展示

し、地球環境について考える場を提供されまし

た。 
 
家庭でできる温暖化対策(宮城県：菊地さん) 
概要：家庭でできる温暖化対策について話を行いま

した。お話にあたっては、具体的にイメージい

ただけるよう、色々な家電製品等を紹介しなが

ら、理解いただくように努めています。 
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地域での取り組み 

ふくしま市エコネットを通じて活動(福島県：中村さん) 
概要：ふくしま市エコネットは、環境について考えている人、環境をよくしようと頑張っ

ている人、環境についてもっと知りたい人たちが出会える会です。その中で、菜の花

部会では、BDFの試作を行い、市のバスの燃料に取り組んでいる。 
http://www.city.fukushima.fukushima.jp/shisei/keikan/fukushima-kankyou/sanka/index.html 

 
「ストップ：ザ：温暖化！わたしたちにできること」(福島県：佐々木さん) 
概要：昨年 11月 25日仙台メディアテークにて、環

境フォーラムせんだい 2007「ストップ：ザ：
温暖化！わたしたちにできること」へのブース

参加を行った。このイベントでは、『地球温暖

化防止』をメインテーマに、身近な生活の中で

の地球温暖化の影響や、地球にやさしい暮らし

方について考えた。 
 
キャンドルナイト等のイベント(岩手県：高橋さん) 
概要：キャンドルナイト等のイベントに参加して、口笛演奏と

環境トークを実施しているほか、地域において環境に関

する、ミニ勉強会を開催して、講師を務めています。 
 
 
 
 
 
 
 
キャンドルナイトの普及(山形県：河合さん) 
概要：キャンドルナイトの普及や廃食油、廃ろうそくを用いたキャンドル作りを実施しま

した。 
 
風車見学への対応(秋田県：原田さん) 
概要：秋田県立大学で市民風車を通じた地球温暖化防止、自然エネルギーの普及啓発を行

った。小中学生に風車見学対応、説明を行った。 
http://www.wenet-akita.jp/ 
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勤務先での省エネ活動(宮城県：壁谷さん) 
概要：ISO14001の運用支援の一環で、従業員への環境教育を実施、省エネだけでなく、エ

コドライブのビデオ上映など全般的な啓発を実施。 
 
“もったいない”やまがた夏のエコスタイルチャレンジ優良事業所表彰(山形県：鈴木さん) 
概要：｢チャリ通隊｣や｢ノー残業 day｣など独自に実施。｢チャリ通隊｣により得られた削減距

離、削減 CO₂量などのデータを社内で公開し、周知。 
http://www.pref.yamagata.jp/ou/bunkakankyo/050009/eco3/eco_s/19ecs/kekka.pdf 
 
仙台エコピープル協会の設立(宮城県：今井さん／金沢さん) 
概要：平成 19年 7月に仙台エコピープル協会を設立しました。これは環境社会検定試験(eco

検定)合格者の集まりです。 
http://web2.nazca.co.jp/sendaieco/  
 
みやぎエコｄｅスマイルコンテスト入賞(宮城県：千葉清幸さん) 
概要：自宅で温暖化対策のさまざまな取り組みを行なっています。そこで、東北放送から

取材の依頼がありました。 
http://www.doblog.com/weblog/myblog/43545/2491070#2491070 
 
宮城県省エネ大賞で努力賞を受賞(宮城県：今野さん) 
概要：「みやぎ省エネ行動宣言」としてエコ実践計画を立て、家族で電気、ガス、灯油使用

の省エネなどに取り組んだ。またテレビ番組や健康講話において、省エネや３Rにつ
いて盛り込んだ内容で話を行った。 

http://www.pref.miyagi.jp/kankyo-s/grand_prize/19grand_prize/19grand_prize2.htm 
 

自主的な省エネ活動 

私の環境キーワード(岩手県：渡辺さん) 
概要：３Rの細分化、つまり６Rです。リデュースの前にリフュース、リサイクルの前にリ

メークあるいはリホーム、最後はリバイ。 
 
自らの省エネ行動への反映(秋田県：津村さん） 
概要：自らの省エネ行動：以前からコンセントを抜く活動は行なっていたが、手の届かな

いコンセントは除外していた。今回のデータ取りに刺激を受け、省エネ意識が高まり

スイッチ型コンセント（PC用などに使用するもの）を設置して切るようになった。 
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ナビをつけてからの意識変化(秋田県：中田さん） 
概要：電気器具を使うとスイッチを off にしてコンセントをはずしているのを見て、「そこ

までしなくても」と言って夫は、「私のようにはやる必要がない」と言っていたが、

ナビを設置してからコンセントをはずすようになった。 
 

メディアを通じた活動 

メールマガジンの配信(山形県：大河原さん) 
概要：「温暖化による地球滅亡のシナリオ」というタイトルで、メールマガジンを配信中。

2007年のメルマガザイヤー カテゴリー賞受賞 
http://www.melma.com/backnumber_131043/ 
 
フリーペーパーへの記事掲載(秋田県：清沢さん) 
概要：フリーペーパーに、エコ知識クイズや具体的な省エネ方法について記事を作成し、

掲載しています。右上の画像は秋田県の蝦名さんへのインタビュー記事です。右下の

画像は大塚さんに御正月でのエコなすごし方について聞いたものです。 
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＜関東地区＞ 

自治体：ＮＰＯ等での講演/ワークショップ 

「ひたち環境都市フェスタ 2007に実行委員に参画」(茨城県：小室さん) 
概要：環境を創る市民会議としてブースを設置し、省エネルギー推進に関して参加者に説

明を行った。  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「地球温暖化と省エネルギー」（新潟県：佐藤さん） 
概要：地球温暖化とそのしくみの学習、及び地球温暖化とエネルギー消費の密接な関係に 

ついて考えさせることで、一人ひとりの行動も温暖化と関わりがあることの理解を 
促し、温暖化防止に向けてどのような取り組みができるのか話をしました。 

 
我孫子市あびこ樂校協議会委員として委嘱を受けました(千葉県：永井さん) 

概要：我孫子市が実施する、市民、団体、事業者等が有する技術、経験、知識および情報

を、市民相互が自主的に行う学習の場を提供する。というものです。毎年「あびこ樂

校フェステバル」及び「市民活動フェアー」が開かれます。市民が集う場として「省

エネ」をアピールする良い場として利用させていただいております。昨年度から「あ

びこ樂校フェステバル」運営委員として開催に向けて参加をしております。 

 

環境学習での講師や、政策に協働した活動(栃木県：冨久田さん) 
概要：栃木県の環境審議会委員、並び温暖化対策

アドバイザーとして、環境学習での講師や、

政策に協働した活動をしています。 
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財団法人日本鉄道車両機械技術協会にて省エネ関係の研究発表(埼玉県：山本さん) 
概要：会社（JR東日本：ジェアール東日本ビルテ

ック）や協会関係（日本鉄道車両機械技術協

会：エネルギーマネジメント委員会、日本シ

ョッピングセンター協会：ＳＣ業界における

温暖化対策検討ＷＧ他）の活動を行っていま

す。 
 
 
 
あかりの工夫で地球と人に優しい暮らしで講演(千葉県：日野さん) 
概要：消費者を対象に、「あかり：家電省エネのす

すめ」について講演を行いました。 
 
 
 
 
 
 
 

「循環ビジネス人材育成でのアドバイザ－として講演 (茨城県・並木さん) 

概要：経済産業省の委託事業にて産業環境管理協会で受託した事業では、環境経営概論（経

営層）や環境実務者教育（担当者）を対象にした講習会のメニュ－の中に省エネが取

り上げられています。物事の源流管理（本流

管理）であり、電気を使ってしまった、廃棄

物を出してしまった等の結果に対しての評

価・対策ではなく、電気を食わない仕掛け、

廃棄物が出ない仕掛け作りをポイントとし

ています。具体的には、環境適合製品とか環

境配慮製品の設計・製作で各種手法を駆使し

た内容と事例の紹介です。 
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消費生活アドバイザーの受験対策講座の講師

(千葉県：佐藤さん) 
概要：年に数回、消費生活アドバイザーの受験

対策講座の講師をしています。講義の内容

の中で、環境問題を取上げています。その

際、暮らしの省エネや省エネ普及制度につ

いても簡単にお話しています。 

 
「家庭の省エネ講座」(東京都：北間さん) 
概要：地球温暖化の影響とみられる北極やヒマラヤ氷河の融解、ポイントオブノーリター

ンを迎えつつある現状に大きな反響があった。「早寝」や「ゴミの削減」といったコ

ツコツ省エネと同時に、省エネ製品購入（特に地デジ放送移行となる TVから）を奨
励し、多くの参加者の賛同が得られた。 

 

ソフト省エネとは？(神奈川県：宮本さん) 
概要：「誰でも」,「どこでも」,「いつでも」でき

るお金をかけない省エネ（ソフト省エネ）を

一人一人が心がける重要性について話しを

しています。 
 
 
 
 
 
JICA-SVとして EMS及び省エネ取組のワークショップを実施(東京都：泉さん) 
概要：ベトナム、ハノイにある、科学技術省系列の中小企業振興を支援する機関(以下本機

関)にて 2008年 2月中旬から約 2ヶ月間活動しました。主な活動は、「①セミナー」;
日本企業との取引を希望するベトナム中小

企業向けの品質と環境に関するセミナーで

「グリーン調達と EMS」についての講演。
「②ワークショップ」;主に本機関職員(他に
他機関、民間)向けの EMS(特に日本で開発
された中小企業向け EMSである「EA21」)
の紹介とワークショップの実施。 
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生産性を上げて 省エネ＆コストダウン！(東京都：浅井さん) 
概要：①地球温暖化の現状について解説 

②[演習]ＣＯ2換算体験  
③省エネ活動で削減できるＣＯ2とその効果  
④省エネ活動を継続させる仕組み（エコモチ

ベーション体験） 
 
 
 
 
「自然エネルギーはどこまで来たか？」(新潟県：波多野さん：貝瀬さん) 
概要：ＮＡＣＳ新潟分科会にて電力中央研究所と

の共催で「自然エネルギーはどこまで来た

か？」の講演会を開催。 

 

 
 
 
 
STOP温暖化アクションキャンペーン(静岡県：山本さん) 
概要：一般市民を主な対象に消費電力測定器を使い実際に家電製品を計ったプレゼン資料

がとても好評で、かつ訴求効果が高かった。 
 
省エネ家電誕生の秘密(静岡県：駒形さん) 
概要：省エネ家電誕生の秘密について研修を家電量販店、消費者代表、温暖化防止センタ

ー関係者を対象に実施しました。 
 

古代の文化に食の原点をみる食事(静岡県：野中さん) 

概要：万葉食研究会月草の会で古代食を提供してい

ますが 19年度は県の地球温暖化防止活動推進

員の研修に使っていただき、古代の文化に食

の原点をみる食事とカルタ取り等で講師とし

て活動させていただきました。 
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親子エコクッキング教室(群馬県：笛木さん） 
概要：前橋市の親子エコクッキング教室で、エコク

ッキング（食材の購入、食べ物の保存、調理、

洗いものや後片付け、食べ物のごみなど食生活

全般に関して環境にやさしい行動）について講

義を行った。 
 
 
 
 
｢未来へのおくりものーエコライフで地球温暖化防止｣(神奈川県：高田さん) 
概要：委託市民団体第 1号として笛田リサイクルセ

ンターで 3R 推進に関わり 12年。地球温暖化
防止のために、より積極的な排出抑制の啓発活

動が重要な課題である。3 月には｢未来へのお
くりものーエコライフで地球温暖化防止｣とい

うテーマで講師を務めた。私自身もっと勉強が

必要だと痛感している。 
 

わたしたちにできること(栃木県：清水さん) 

概要：栃木市での環境講演会にて「わたしたちにで

きること」と出した講演を行った。温暖化防止

対策として、「省エネ」「ごみ削減」「地産地消」

の３つを上げ、美しい地球を未来のこと度もた

ちに遺すことは責務。時分たちの生活を見直し、

一人でも多くの人に行動に移してほしいとの

メッセージを話した。 

 

「身近なくらしと環境のはなし」(長野県：佐藤さん) 
概要：松本市生涯学習課より依頼を受け、「聴覚障害者と学ぶ成人学校」において手話通訳

付きで、「身近なくらしと環境のはなし」と題し、地球温暖化防止のため、家庭内で

できる省エネルギーは？と言うお話を約２時間講演致しました。 
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「もう迷わない おトクな裏技教えます！ ボーナスで買う？失敗しない家電選び」 

(埼玉県：長谷川さん) 

概要：昨年 10 月と 11 月に２回ずつ計４回、地域のお客さまを対象に省エネをポイントと

した、家電選びのコツのセミナーを開催。講師はＴＶチャンピオン スーパー家電通

選手権で優勝した上司の中村が担当し 40 名に参加いただいた。家電製品のお客様に

とっての目的とは？「家事を楽にする・趣味を楽しむ・家の中を快適な環境にする」

の視点で、エアコンの上手な選び方や最新家電

の情報までお伝えすることが出来た。参加され

た皆様から「省エネに関する認識が高まった」

「エアコンを買い替える参考になった」等喜ん

でいただけた。セミナーを通して、私たちメン

バーも講師としてのノウハウを習得し、あらゆ

る機会に同様の取り組みを展開している。 
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学校等での省エネ教育 

「省エネかるた作り教室」「ピッカリのお願い（人形劇）」（東京都：沼田さん） 
概要：こどもたちにも理解できるよう、こどもたちの年齢に応じた省エネ啓発プログラ 

ムを作成し、学校や幼稚園、保育園等への出前授業を実施されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
小学生が校外学習で環境展へ参加(埼玉県：岩田さん) 
概要：手回し発電は実際に自分の手で回すので大

好評「楽しい!!」「疲れる！」「もっとやりた
い」放課後に再び来場してくれる子もいまし

た。楽しみながら、しっかりと蛍光灯の省エ

ネぶりを伝えることができました。 
 
 
 
 
ごみ埋め実験を通じて、自分たちの暮らしとごみを考える(東京都：三澤さん) 
概要：杉並区内小学校でのごみ埋め実験（２ヶ月くらい地中に自宅からもってきたゴミを

埋める）では、土壌の質にもよるが跡かたもなく消えてしまうごみと何の変化もない

ごみがはっきりとわかり、自分たちたちの便利な暮らしをふりかえるきっかけになっ

と感じた。 
 
「エコワット使用による地球温暖化防止対策」授業(千葉県：内野さん) 
概要：（授業の前にエコワットを児童の家庭に貸し冷蔵庫、ＴＶ、その他の家電の電力使用

料を調査報告してもらい授業で発表、人力発電体験と比較し省エネ啓発）感想： 期

末に全員が環境問題に取り組んだ発表会開催にアドバイザーとして参加、読売新聞記

事に掲載された。4/22千葉版 
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エネルギーと地球温暖化防止についての学習プログラム(群馬県：富岡さん) 

概要：児童や県民一般向けのサイエンスウィーク

2007のイベントにて、伊勢崎工業高校では初
日の 31 日(火)に、「みんなの力で電気を作ろ
う」というテーマで、手回し発電機による電気

を作ることの大変さや、蛍光ランプと白熱電球

の比較実験などを体験できるコーナーを出展

させていただきました。 

 

やまなしエコエネルギーコンテストでソーラーカー工作教室を実施(山梨県：島崎さん) 
概要：山梨県でエコエネルギーなどの再生可能エネ

ルギーの普及や技術振興を目的に、エコエネル

ギーを活用した技術やアイデアのコンテスト

および講演会が行われました。その中で小中学

生を対象に親子で参加できる，ソーラーカー工

作教室を実施しました。 
 
「知りたい」から「知らせたい」へ熱意の高まり！（新潟県：阿部さん）   
概要：昨年度（平成１９年度）は、環境問題への

関心が一段と高まったと感じました。「温暖

化について知りたい」という明確な目標を持

っての依頼や、保育園の講座では「親に聞か

せたい」との希望も寄せられるなど、環境に

ついて「教養としてだけではなく、実態を知

りたい」「他の人にも知らせたい」という依

頼者：受講者の積極的な思いが伝わってきた。 
 
食の省エネについての調理実習(新潟県：桜井さん) 

概要：白新中学校にて「食の省エネ」のテーマで

出前講座を実施しました。｢食での省エネ｣

って何を指すのか、どういう行動をとれば省

エネになるのかをお話し､それから実習に入

りました。「旬の物を使う」「なるべく地元の

食材を使う」「少量は電子レンジを活用」「一

つの鍋でいくつもの加熱工夫」「洗い物を少

なくする用具の利用の仕方」等 
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「環境リーダー」を育成(静岡県：鈴木さん) 
概要：家族の「環境リーダー」となる子どもを

育てる目的で、地球温暖化防止教室が取り

組まれ、実施に当たって協力を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
高校での講演「地球温暖化とわたしたちの暮らし」(静岡県・渡辺さん) 
概要：学校評議員を務めさせていただいているご縁で、平成 18年度より年１回一年生を対

象に学校公開講座の講師を担当しています。「地球温暖化とわたしたちの暮らし」と

いう演題で、最新温暖化ニュース・温暖化のメカニズム・温室効果ガスについて、私

達の暮らしが温暖化とどのように関わっているかを話します。学校公開講座というこ

とで、地域の方が毎回数名参加して下さいます。最後に静岡県環境行動宣言「HOPE(ホ
ープ)」のイベント版にある 10項目を一つずつ読み上げながら皆さんにできることを
チェックしてもらい宣言してもらいます。後日高校生から自分たちの生活を見直し、

二酸化炭素を出さないようにしたいなどたくさんの感想をいただくと、うれしくまた

頼もしく思います。 
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地域からの省エネ実践活動 

「地球温暖化を防ごう！エコチャレンジ（冊子）」（静岡県：赤池さん） 
概要：児童を対象とした体験型の省エネ啓発冊子を作成。2週間の生活の中で、普段の生活 

１週間と省エネ生活１週間を記録し、市役所に提出すると、市役所は分析し、結果を

返送し啓発活動とした。また、取り組んだクラスを「エコチャレンジャー」として認

定した。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
市川市環境フェア関連での活動展示(千葉県：阿部さん) 
概要：市川市エコライフ推進員を対象としたグリーンコンシュ-マーとしての買物”を考え

る講座を実施した。前半は「どこへ行くのかな？」をキーワードに、買物ゲームを通

して “ごみを買わない買物” を、後半は「どこから来たのかな？」をキーワードに、
“地産地消の買物” を考えた。 

 

http：//www.k2.dion.ne.jp/̃tanemaku/ 

 

学校（畑）での野菜づくりについての助言(新潟県：服部さん) 

概要：地元の小学校：２年生を対象に、学校（畑）での野菜づくりに関し、次の通り２

回指導：助言をしました。①市に野菜の苗を一緒に買えに行き、苗の買い方等を

指導：助言した。②翌日畑で苗の植え方や支柱の立て方などを指導した 
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環境リーフレットの作成(東京都：大澤さん) 
概要：区民向けの環境リーフレットを作成し、配

布し省エネの啓発にあたった。 
 
 
 
 
 
 
 
エネルギーカフェの開設(東京都：中尾さん) 
概要：日野市くらしのフェスタにて、省エネや地

球温暖化防止に関する展示を行うとともに、

エネルギーカフェを開催した。エネルギーカ

フェでは気軽に省エネについて相談できる

ような雰囲気づくりを大切にした。また冷蔵

庫やエアコンの選び方や使い方をまとめた

「くらしのｅ手帳」を発行した。 
 
 
一ツ橋学園五間通り商店会 環境：福祉まつり(東京都：山田さん) 
概要：事前に「我が家の省エネチェック表」をつくっておき、来場者にチェックしてもら 

い、さらなる省エネを進めるには何に気をつけたらよいかを話しあった。「エネルギ

ー消費量重さ当てクイズ」は好評であった。 
 
「アイドリングストップ：デー」（東京都：多田さん：斉藤さん） 
概要：環七若林踏み切りをはじめとした、停車時間

の長い信号（踏み切り）にて、プラカードを使

い、アイドリングストップの呼びかけを実施さ

れました。 
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自転車で伊勢参り(長野県：金井さん) 
概要：「自転車で伊勢参り」を企画：実行して、交通

分野の二酸化炭素削減をアピールしながら、長

野→伊勢間を自転車で走り、各地のメディアで

紹介された。 
http：//www.geocities.jp/chikumacity/ise-vol2.html 
 
 
 
「子どもとためす環境まつり」（東京都：篠原さん：喜納さん） 
概要：中央区有馬小学校を会場に、33の体験型環境

学習ブースを規格。当日は鴨下環境大臣、江田

参議院議長が来校くださった。台風の中ではあ

たが、多くの来場者があった。 
 
 
 
 
「消費生活と環境展」(栃木県：尾坂さん) 
概要：身近な消費生活の問題や環境問題に関するパネル展示等の説明を行い、自立した消

費者を目指す  啓発支援活動を行った。 又、当日の午後からは「那須塩原市／栃木
県地球温暖化推進員／とちぎエコリーダーの会」との意見交換会を開催 致しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
３Rで温暖化防止(東京都：西村さん) 
概要：環境情報館、アンサンブルお祭りで「３Rで温暖化防止」パネルを使って区民に啓発。 
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地域環境博覧会で出展(東京都：大澤さん) 
概要：地域環境博覧会では、解説パネルを作成し、

会場で解説を行いました。省エネ電球の啓発：

解説パネル展示や現物比較による体感コーナ

ーを設けました。特に現物比較では、子どもた

ちの関心が高く、目を輝かしておりました。 
 
 
 
 
開成町産業フェスタに出展(神奈川県：大村さん) 
概要：「エコライフ開成の会」の省エネを考えるグル

ープのリーダーとして、環境活動への取組み

や環境家計簿等を紹介するとともに、環境に

やさしい暮らし方の普及に努める。 
 
 
 
タウンニュースに掲載 
http：//www.townnews.co.jp/020area_page/04_sat/02_ashi/2008_1/03_08/ashi_jin.html 
 
省エネナビによる住宅の電力消費量(栃木県：佐藤さん) 

エコテックとちの環2008(展示会)が 2月に開催され

た。「省エネナビによる住宅の電力消費量」というテ

ーマで省エネナビの時刻別データ及び月別積算デー

タと、東京電力の請求書による電力消費量(料金)と

の比較をすると共に家電製品の使用状況やベース電

力などとの関係について解説した。省エネナビデー

タは、家電製品などの待機電力とその使用状況など

の啓発資料として有効と思われる。 
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環境フェアで省エネ○×クイズ(新潟県：難波さん) 
概要：上越市が主催する環境フェア（平成 19 年 6

月 24日（日）開催）にて、市内の省エネ普及
指導員の有志で省エネ○×クイズを実施しま

した。小学生を中心に参加者が集まり、大変盛

り上がりました。 
 
 
 
環境家計簿の制作(千葉県：荒井さん) 
概要：“温暖化防止さくら”の活動を通じて、環境家

計簿(大人：子ども向け)の制作当初より関る。
この道具を用いた実践かつ普及をじっくりと

進めている。 
 
 
 
 
うしく環境フェスタへの出展(茨城県：浅野さん) 
概要：牛久市の消費生活展に参加し、環境紙芝居

パネルの展示、解説を行った。その中で照明

の省エネ実験として明るさの対比を行った。 
 
 
 
 
 
「環境問題に関わる啓発、実践、ネットワーク作り」を行う

団体を設立(埼玉県：國井さん) 
概要：行田市に「環境問題に関わる啓発、実践、ネットワー

ク作り」を目的の団体(行田環境市民フォーラム)を立ち
上げ発起人として活動中です。 
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ちがさき自然ネットワークとして市民提案型協働提案(神奈川県：小川さん) 
概要：ちがさき自然ネットワークとして、地球温暖化防止のために廃食油から BDF化する

市民提案型協働提案を行った。 
 
新エネルギーアドバイザリー事業説明会の実施(神奈川県：田辺さん) 
概要：太陽光発電所ネットワーク神奈川では、神奈

川県からの委託事業として新エネルギーアド

バイザリー事業説明会を神奈川県内で実施し

ました。県内各自治体のイベントに合わせて出

展したり、独自に説明会を開催して、ソーラー

発電導入のアドバイスや説明を行いました。 
 
ソーラークッカーの説明(東京都：白井さん) 
概要：東京都庁前ひろばにて実施された新宿区消費

生活展に出展した。来場者の多くがソーラーク

ッカーの説明に興味をもって聞いてくれた。 
 
 
 
 
 
温暖化防止の集いの実施(神奈川県：江上さん) 
概要：神奈川県主催の「温暖化防止の集い」でエネルギー分科会のまとめを行いました。 
 
上越市環境フェスタに出展(新潟県：大島さん) 
概要：上越プラネットの事務局として上越市の環境

フェア及びグループの環境フェスタに出展し

います。上越市の地球温暖化対策地域リーダー

として出前講座で啓発活動にも従事していま

す。 
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わが家の環境宣言(埼玉県：田原さん) 
概要：草加市では平成 18年に「草加わが家の環境宣言」を作り

ましたが、難しく参加者が集まりませんでした。改訂版と

して、埼玉県のエコライフDAYを手本に 17項目で 1日、
1 週間、1 ヶ月版をつくりました。1 ヶ月間がんばって成
果を出してくれた家族をエコファミリーに認定すること

としました。私たちが進めている地球温暖化帽子活動を市

民により理解してもらえるように副読本も作りました。こ

れを使い多くの市民がライフスタイルを見直し、省エネ生

活を実行してくれるよういこれからも活動していきます。 
 
地球温暖化防止キャンペーンでのパンフレット配布(千葉県：松原さん) 
概要：地球温暖化防止キャンペーンパンフレットを配布して、省エネに協力してもらった。

身近な動植物への温暖化の影響を知らせると、自分のことに置き換えて考えられやす

いのか、協力度が高まったように感じる。 
 
エコドライブの実践(千葉県：酒井さん) 
概要：JAF 主催の「エコドライブ」操作の実験で、メンバー全員が燃料使用量を減少する

ことを確認した。 
 
千葉市エコリーダーの会での取り組み(千葉県：島村さん) 
概要：千葉市主催のエコリーダー養成講座（初級：

上級）の受講卒業生を主に設立された任意団体

で現在は１５名の会員です。千葉市主催の「エ

コ体験スクール」を２年続けて稲毛区で開催し

て、小学生へのエコロジー教育の一翼を担って

います。 
 
「エコクッキング」の講師として(千葉県：岩崎さん) 
概要：ご夫婦での参加が多く、とても熱心で和や

かななかで実施できました。内容はエコクッ

キング、メニューは時期に合わせた「お正月

料理」だったので大変喜ばれた。大人対象な

ので「こんぶ巻き：焼豚：煮しめ３種：伊達

巻」など、インパクトのあるものにしたこと

が良かったと思います。 
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油田開発の準備(神奈川県：津田さん) 
概要：「夢はコミュニティバス運動」「油田開発！」と膨らみ

ます。油田開発といっても、家庭からの廃油の回収でコ

ミュニティバスを走らせる計画です。横浜市地域経済元

気作り事業の一環として、てんぷら油で車を走らせるこ

とを目指して廃油のリサイクルに取り組んでいます。 
 
 
 
 
 
かしわエコドライブラリー開催(千葉県：青木さん) 
概要：全国で 2番目に地球温暖化対策条例を制定し

た柏市であるが、温暖化防止にあたり、「かし

わエコドライブラリー」を市民、事業者、行政

が三位一体となって実現させた。楽しみながら

エコドライブを実践してもらおうことも念頭

に、普段しようしているマイカーでどれだけ

CO2を削減できるか競った。 
http：//www.kashiwa-cci.or.jp/soumu/ecorally/pagetop/hp%20eco.html 
 

エコドライブ講習会の実施(埼玉県：川島さん：榎本さん) 

概要：鴻巣の環境を考える会主催でエコドライブ講

習会を２回実施し、榎本建七さんと私が講師を

担当しました。受講者からは、ふんわりｅスタ

ートやエンジンストップなど議論伯仲し、やっ

ぱり自転車組みが大勢を占めるなど盛況でし

た。私自身は 2,000ccから 1,300ccの車へと省
エネ化しました。勿論、ふんわりｅスタートを

実践中で、ガソリン高騰の燃費改善対策に努め

ております。 

 

エコドライブの実践(埼玉県：二宮さん) 
概要：エコドライブも実践してから、啓発しようと思い、昨年 12月の当センターの教習会

に参加して、アイドリングストップとふんわり E スタートを体験した。その後、
RECOOに登録し、自車で燃費登録を継続して効果を確認している。またエコドライ
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ブモニターとしてナビを取り付けるとともに、エコドライブの運転を実践する中で、

友人や近隣へエコの輪を広げる努力をしている。 
 
エコ体験コーナーの実施(茨城県：島田さん) 
概要：筑西市明野地区“ひまわりフェスティバル”

では、ソーラー発電の体験や自転車足こぎ人

力発電カキ氷マシーン等エコ体験コーナー

を商工会青年部とともに参加しました。 

 

 

 
 
「鎌倉市温暖化防止対策地域推進計画」策定の作業部会長として活動(神奈川県：五味さん) 
概要：鎌倉市は、「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づき、京都議定書の第一約束

期間に対応するため、策定作業部会を設け、1年 6ヶ月の期間に述べ、8回の審議と
パブリックコメントの公募などを経て、2008年 4月に施行した。2010年までの温室
効果ガス排出量を 2003年度に比べ 21.9%削減を目標として、市民：事業者：滞在者：
行政の役割を具体的な取組を策定している。 

 

“省エネアドバイザー”として認定(神奈川県：香川さん) 

概要：温暖化防止アクショングループは会員の内２

名が小田原市役所から“省エネアドバイザー”

として認定され、市民に対して省エネに関する

アドバイスをしたり相談を実施中。 
 

 

 

 

 

市民が進める地球温暖化防止(千葉県：川上さん、茂木さん) 
概要：松戸市を中心に地球温暖化防止や環境保全に

取り組むアースコン：マツドでは、地球環境・

地球温暖化問題の現状を学び、温暖化防止や省

エネ行動につながる講座を実施しました。 
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地球温暖化と環境カルタとり(神奈川県：西さん) 
概要：綾瀬市立綾西小学校の四年生 1１4 名の生徒

さんを対象に NPO 法人ふるさと環境市民で
「出前講座」を開催いたしました。「未来の地

球のためにできることは？」というテーマで

「文字札作り」、「絵札作り＆カルタ取り」の２

講座を通して「地球温暖化」をはじめ、起こっ

ている環境問題について理解を深めるととも

に「自分たちにできることは？」ということを

考えました。 
 
「地球温暖化防止の集い」(神奈川県：江上さん) 
概要：「地球温暖化防止の集い」が、平成 19 年 12

月に実施されました。事例発表は、エネルギー、

リサイクル、クルマ：そら、みどり：みず、環

境教育：学習の５つのテーマ別の分科会に分か

れて行われましたが、エネルギー分科会の運営

は私が所属している NPO 法人ソフトエネル
ギープロジェクトが全体まとめを担いました。 

 
 
新茶と花いっぱいまつりでのソーラーカー展示：実演(埼玉県：本橋さん) 
概要：新茶と花いっぱいまつりにて、NPO法人狭山

環境市民ネットワーク温暖化対策分科会とし

てソーラーカー展示：実演を行い、子どもにと

ても好評を得ました。 
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千葉県：舛田さん(千葉会場) 
「第 42回船橋市生き活き展」での「省エネナビ及
びエコワットの実演」を行った。「省エネナビ（本

来の使用方法と異なる）及びエコワット」を使え

ば、その電気代（電球型蛍光灯：白熱球：電気ポ

ット）が直ちにわかることを実演した。省エネナ

ビの使い方が少しづつわかってきたので、これか

ら公民館出前講座等で環境家計簿とあわせて活用

できないかと考えている。 
 
神奈川県：八木さん（横浜会場） 
「川崎市地球温暖化防止協議会市民部会の省エネ

ルギーグループ」に所属し、行政と一体となった

省エネ活動に参加している。昨年 12月から川崎市
内小学校２校で「ストップ地球温暖化」というタ

イトルで５年生を対象に出前講座を行った。地球

温暖化問題は子供の頃からの意識が重要である。 
 
 
省エネグッズの(新潟県：鳥井さん) 
概要：紙芝居は対象年齢を分け、身近な題材をテーマに皆

でアイデアを出し合いました。新潟県地球温暖化防

止活動推進センターにて借りることができます（紙

芝居２種類、手回し発電機） 
http：//www.geocities.jp/npccca_tools/tool.html 
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すくすくスクール(東京都：藤井さん) 
概要：地域の小学校を舞台に事業者やエコセンター

のコネクターとして役割を果たすことができ

た。18年度からすくすくスクール(学童クラブ)
の運営企画委員となって、環境学習を取り入れ

たプログラムを展開した。区内 73 校のうち、
環境学習を軸に取組が評価された。 

 
 
緑のカーテンの普及を推進しています(東京都：青木さん) 
概要：仕事で「緑のカーテン」の担当をしているので、講習会

で御話する機会がありました。地域の広がりとして、今後

は商店会や町会、自治会などでも講習会をして、普及でき

るとよいと思っています。 
 
 
 
 
 
 
省エネは知恵と工夫とこころがけ(東京都：大草さん) 
概要：省エネは知恵と工夫とこころがけのテーマで

約 60 分おはなしをしてきました。みなさま、
なかなか関心がたかくてうれしく感じました。 

 
 
 
 
住宅の気密性能測定実施(千葉県：滝口さん) 
概要：住宅の省エネルギー性能を測る気密性能を測

定実施、エネルギーロスの低減をめざしていま

す。 
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太陽電池コンクールにて特別賞を受賞(千葉県：黒田さん) 
概要：NEDO の太陽電池工作コンクールに家族が応募し、審査委員長特別賞を受賞した。

自宅での夏の暑さを省エネ的に(気化熱利用)低減させる為に行う水の散霧のでの自動
制御装置。その中で、製作にあたってアドバイスを行った。 

 
事務所での取り組み 「省エネ情報」の発行 (埼玉県：関口さん) 
概要：職場での省エネ活動を行った。定期的に省エネのポイントを

まとめた「省エネ情報」を発行し、職員の省エネ意識の向上

を図った。 
 
 
 
 
 
団地ぐるみで CO2削減(群馬県：川岸さん) 
概要：高崎卸商社街協同組合では、団地ぐるみで CO2

削減を目指している。その組合事務局として、

エコアクション21とともに組合の環境方針を策
定した。 

 
 
 
 
 
 

制御装置説明

フロート

（重量調整済み）

仕切り板
スクリュー式ポンプ

(自作)

ｿｰﾗｰﾓｰﾀｰ
制御弁

フロート室

水道から

散霧装置へ

クールビズバッジ 
（組合員に 400個配布） 
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省エネパトロール隊(静岡県：山川さん) 
概要：静岡県省エネパトロール隊事業で中小事業者での指導を行った。また本事業での事

務局を担当した。下記ホームページにて 18年度、19年度の省エネ診断事例がまとめ
られているので、参照ください。 

http：//www2.pref.shizuoka.jp/all/file_download103500.nsf/pages/251AEBE4D0B3F4F64925735A000C6944 

 
リゾートマンションの省エネ実践活動力(神奈川県：古代さん) 
概要：家庭の集合体であるマンションの省エネルギ

ーをマンション管理組合、湯河原町役場環境課

などと連携しながら、主に温泉施設のボイラー

燃費向上、電力は受水樽設備のポンプを対象と

しマンション管理人として実践活動を行って

おります。 
 
 
省エネ家電の診断と省エネアドバイス(静岡県：土橋さん) 
概要：省エネ家電普及員として家庭に出向いて家電

の診断と省エネへのアドバイスを行った。 
 
 
 
 
 
 
省エネシンポジウムｉｎ沼津(静岡県：佐竹さん) 
概要：「家庭でできる省エネ」で省エネ機器、省エネ

家電の紹介、その実践活動の報告で多くの市民

の参加がありました。 
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メディアを利用した活動 

取材先企業：団体での省エネ活動の普及：広報活動(東京都：鈴木さん) 
概要：「内容としてやはり、家庭での省エネ製品が注目され、従来の給湯やポットや照明や

冷暖房、エネルギー、リサイクルに関してもパ－ソナル化の方向性がでてきたと思わ

れる。地域と個人の取組の共有部分が拡大しているのではと思われる」 
日本環境技術推進機構ホームページ 
http：//www.jetpa.jp/ 
 
世の中ラボ ゴミについてどう思う(茨城県：佐々木さん) 
概要：フリーペーパーである L25(女性向け)の中で、廃棄物対策

についてのアンケート結果について解説しました。“買い

換える文化”から卒業することを誌面ではまとめました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
省エネクッキングでテレビ出演！！(千葉県：広田さん) 
概要：政府広報番組に省エネクッキングで２回出演しました。省エネに楽しく取り組む様

子を取材されました。昨年にも同様の番組撮影があり、その縁でＮＨＫよりソーラー

クッキングの取材を受けることもありました。ＮＨＫは、朝の番組だったため、「見

た」とおっしゃる方が多くびっくりしました。また、再放送や総集編など、何度も放

送されました。 
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省エネナビを設置してから(神奈川県・伊原さん) 
2年前から省エネナビを設置している関係で、この夏には、NHK、
日経新聞等での取材を受けた。うちでは省エネナビを玄関に設

置していることから、帰宅時の電力使用量をチェックしている。

特に買い替えを行っていないのだが、効果があったのは、「パソ

コンやテレビ、キッチン周りでの、待機時消費電力をカットす

る節電タップ」の使用である。これらの計測結果と我が家の省

エネのポイントをもとに、地元の講座で「家庭でできる身近な

地球温暖化対策の紹介」をテーマに講演を行った。 
 

 (NHK 「夕どきネットワーク」：8月 23日) 
 
身近なところから始めよう、めざすはストップ温暖化(千葉県・山田さん) 
環境シンポジウム千葉会議実行委員会（実行委員

長 石井晧氏）では、今年 2月「身近なところか
ら始めよう、めざすはストップ温暖化」と題し

「G20 ちば 2008 年」に向けて、地球温暖化対策
について提言をまとめた。第一は公共交通機関の

あり方、第二は省エネ等を配慮して、住宅：建物

を作ること、第三は照明の省エネ等、環境教育と

環境保全の活用から地球温暖化防止と持続性の社

会のために多くの提案がなされた。        (NHK首都圏ネットワーク：2月 7日) 
 
省エネビデオの作成(千葉県：種村さん) 
概要：いちかわ地球市民会議では、省エネビデオを作成し、普及啓発活動時に放映した。 
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自主的な取り組み 

太陽電池の設置(東京都：利根川さん) 
概要：太陽電池（三菱電機製 2.5KW）を設置、3/25

より運転を開始、約 300KWh/月の発電を行っ
ている。 

 
 
 
 
 
 
緑のカーテンを実践(神奈川県：鎌田さん) 
概要：自宅に緑のカーテンを整備し、夏の陽を和

らげることができました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゴーヤーで猛暑も涼しく(千葉県：中川さん) 
概要：松戸市では、保育園等をはじめとして、1階、

2 回ともに設置したゴーヤーの葉によって効
果的な日陰を作っている。自宅においても、た

だの日陰より涼しいことや、緑色が気持ちよさ

を経験した。 
 
 
 
 
 
家族全員で取り組んでいくことの大切さ(千葉県：堀内さん) 
概要：昨年 10 月より設置、運用を開始している。地元の市民グループで構成するボランテ

ィア団体「温暖化防止さくら」で設置、計測していることを口頭で報告している。5
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月頃に半年間のデータを集約して省エネ効果の状況を報告する予定である。居間に計

測装置を設置しているので家族が常時見ることが出来るため、設置前に比べて関心度

が高まっている。兎に角、家族全員で取り組んでいくことが重要である。 

 

家庭の省エネについてのメニューの１つとして(千葉県：細羽さん) 
概要：地球温暖化防止活動の出前講座をやっているが、講座メニューの一つとして家庭の

省エネについてのメニュー作りをしている。ナビに関しては、毎日何回もナビを見て

おり、見たくてたまらないようになっている。赤ランプが点っていると、ドキリとし

て何かすぐ対応するようになった。冬場の家庭の省エネのポイントはエアコンである

事を実感している。これらを出前講座メニューに加えていくつもりである。 
 
我が家でも省エネナビは大きな役割を果たしている(神奈川県：村岡さん） 
概要：我が家でも省エネナビは大きな役割を果たしている。リビングの一角に、パソコン

と電話機が設置してあるのだが、省エネナビを設置しているのでダイニングテーブル

からもよく見える。数値より緑と赤のマークが目に飛び込む。朝晩の食事や団らんの

時、まずこの表情が話題になる。目に見える目標が人を動かす効果は大きい。何のた

めに取り組むのかを良く理解し合えば、家族のモチベーションも高くなって持続する。 
 
自宅での省エネ活動(神奈川県：土屋さん) 
概要：所属団体を通じて、省エネ：新エネ等の普

及活動に参加しているのだが、家庭部門の省

エネに対しては、地域の方にメール、パンフ

レットにて情報提供と自宅の省エネ活動と

して、スイッチ付コンセントの採用による待

機電力の削減を主に展開している。 
 
 
 

省エネナビの効果(神奈川県：小林さん) 

概要：電気使用量の視覚で確認する機械だなと軽く考えていたが、電気使用量が大幅に減

ってきた事と料金で 1500円から 1900円も減ってきた。水道料金も併せて減ってきた。

前々から省エネタイプのコンセントを使っていたが、こまめに、切る事、エアコンの

使用が極端に減った。省エネナビの使用量メモリ見ながらスイッチを女房が切る様に

なった。（ビックリ、ビックリです）世間一般の人が使えば、もっと電気が減ると思

いながら使っている。 
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我が家での取り組み内容(神奈川県：杉山さん) 

概要：我が家では、①40W 白熱灯 6灯を蛍光灯型電球に交換（風呂場、トイレ、洗面場、屋

外玄関、階段 2 カ所）、②足温器（60W）の廃止、③電気毛布（55W）の廃止、④電気

炊飯器の保温をやめ、必要なとき電子レンジで温める（朝 1日分を炊いて夜まで保温

した場合 1回あたり 0.4kWH 削減）、⑤トイレの便座用ヒーターを切り、保護カバーを

した。その結果、昨年度比 11 月 20%、12月 21%、1月 32%、2 月 51%の削減効果があっ

た。 

 

単身者向け資源ごみ簡易分別容器(神奈川県：津田さん) 

概要：単身者の資源ごみの分別の悪さに業を煮やし

た津田さんが「なぜ単身者はごみを分別しない

のか」の考察からスタートし、単身者のごみの

排出実態、単身者のごみに関する意識などの調

査を経て、コンパクトなごみの分別容器の考案

にいった。 

 
 
 
創意工夫による消費電力の削減(埼玉県：角江さん) 
概要：正月等孫たちが来ると風邪ひかぬよう暖房は切らすことがなかったが、今季から居

間の暖房改善を試みたところ、大きな削減効果が得られた。 
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＜東海地区＞ 

自治体：NPO 等での講演活動 

「岩滑ふれあい講座：地球温暖化の話」(愛知県：石川さん) 
概要：世帯数約２０００世帯に講座開催の回覧板を

廻し、当日約６０名の方が集まりました。小学

生から７０歳以上の方まで約 1 時間半熱心に
聞いてくれました。途中クイズ等も挟み、省エ

ネ電球などを賞品として２個程度ですが配り

ました。 
 
 
私たちにもできる省エネ活動(三重県：山口さん) 
概要：普段の生活での省エネチェックや省エネ家電

への切替などの話題を提供させて頂きました。 
http：//www.c-s-k.jp/suzuka_PR.htm 
 
 
 
 
 
自宅の省エネをすすめよう(愛知県：西井さん) 
概要：DECOスクール(㈱デンソー主催)の岡崎キャンパ

スでは、「～『エゴなエコ』紹介します！～あなた

もできるエコシフト！」というテーマで DECOポ
ンセミナーが開催されました。「わたしがすすめる

エコシフト！」と題した講義で、「自宅の省エネを

すすめよう」と呼びかけました。 
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イベントを通じた普及活動 

「岡崎市秋の市民祭り」「岡崎市環境フェア」（愛知県：小瀬川さん） 
概要：当センター作成の「ライフスタイルチェック

２５」を参考に、「省エネチェック３０」 
を独自に作成し、来場者に体験してもらい、必

要に応じてワンポイントアドバイス等を行わ

れました。 
 
 
 
「エコきっず環境サミット」（愛知県：則竹さん） 
概要：ワークショップの一つとして、地球温暖化に

ついての説明や、参加者を２チームに分けて人

力発電カーレースを行った。カーレースでは、

発電担当（５人）が息を合わせないとカートが

うまく走らないため、発電するには多大なエネ

ルギーを使うことを理解してもらえたのでは

なかろうか。 
 
買い物袋持参キャンペーン(愛知県：今井さん) 
概要：スーパーにてノー：レジ袋運動を推進しま

した。この日は地元の環境カウンセラーと共

催で行いました。 
 
 
 
 
名古屋市消費生活フェア(愛知県：後藤さん） 
概要：NACS中部支部は開催実行委員として参加しました。ブース

では「くらしのなんでも相談」、ステージでは「消費生活爆笑

百科」と題して、磁気マットレス催眠商法の被害事例を寸劇

で披露し、消費者への相談と啓蒙を実施しました。 また、ワ
ークショップでは、一般市民を対象に「お金の役割ゲーム」

を行い、大量生産・大量消費ではなく、必要なものを必要な

量だけ、物々交換していた、消費生活の原点に、今一度振り

返ってもらいました。 
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学校等での省エネ教育 

「新エネルギー教室」（愛知県：広川さん） 
概要：地球温暖化のメカニズムとその原因や、二酸

化炭素の温室効果について。また新エネルギー

である「太陽光発電」「風力発電」などを使用

することで地球温暖化防止につながり、これら

が今後の暮らしに欠くことのできないエネル

ギーになるというお話をされました。 
 
 
小中学校において出前講座：ワークショップでの講師(三重県：矢口さん) 
概要：「電気と暮らし」「暮らしと 3R」「エネルギー

変遷」「温暖化と大気汚染」「生活排水について」

「省エネルギー教室」「日本の環境事情」「世界

から見た日本」「もったいない～ごみ問題～」

など、学校から依頼を受けて、その内容に沿っ

てパワーポイント、白板や資料などを用意して、

対話式を重視しながら行う。 
 
 
 
省エネワークショップ(三重県：永下山さん：藤野戸さん) 
概要：参加者の省エネ意識を高めるため、人力自転車発電体験、わくわく省エネワークシ

ョップ、色々な電気実験、キャンドルナイト、風力発電模型製作体験、環境カルタ、

紙芝居、ワットアワーメーターの貸出、簡易 CO2計による大気中の CO2計測体験等
メニューは色々考え工夫しています。 
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「京都議定書を知ろう」(岐阜県：小林さん) 

概要：総合学習の時間で京都議定書を知りたいという要望があり、模擬国際会議を開きまし

た。会議の前に自分が代表になる国をしっかり調べました。写真の様子は、日本、ヨ

ーロッパ、アメリカ、ロシア、中国、ツバル、

アフリカの代表として話し合っているところ

です。会議では、ロシアがツバルの移住を全員

受け入れると決め、和やかな雰囲気に包まれま

した。そして、アメリカがＣＯ２の削減策を受

け入れると、すぐに世界の温暖化防止策が決ま

りました。 

 
 
保育園等へ環境に関した紙芝居や寸劇の実施(愛知県：杉浦さん) 
概要：環境アドバイザーとして保育園等へ環境に関

した紙芝居や寸劇を行った。 
 
 
 
 
 
 
小学校への省エネルギー教育の出前講座実施(岐阜県：野中和枝さん) 
概要：主催団体名であるスマートライフのもと、地

域の女性グループ(生活学校)と共催して環境
展を開催したのをきっかけに生活学校に入校、

以降その代表として小学校への出前講座は、環

境基本計画においても生活学校が担当すると

の明記がなされています。写真はマイバック運

動の一環として、風呂敷の楽しい使い方を紹介

する講座の風景です。 
 
中学校向け省エネルギー教育キットの紹介(岐阜県：野中勇さん) 
概要：平成 19年 3月飛騨市環境基本計画が策定されました。その策定の過程で小中学校を

対象とする省エネルギー教育の重要性を提案しました。幸い資源エネルギー庁から小

中学校向け教育キットの配布があり、基本計画の策定責任者及び教育委員会へ掛け合

い、申込をしてもらった。 
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メディアからの取材 

「家族で省エネ大作戦」の配布(岐阜県：佐藤さん） 
概要：省エネ行動を１週間でチェックできる「家族で省エネ大作

戦」を、岐阜県大府市内の小中学校と保育園に約 8000枚に
配布し、どれだけ CO2が削減できたか、学校ごとにデータ

が送られることになっている。実施にあたっては、事前に学

校ごとに訪問し協力要請をした上で、紙芝居「ちきゅうがお

ねつだ」を上演しながら、参加を呼び掛けた。(中日新聞：2
月 22日) 

 
 

                           
個人での取組 

ペットボトルあんか(愛知県：大川原さん) 

概要：省エネナビで我が家の電気使用量を知り、全国の方々と比較し、少し安心したり、

もう少し省エネできないかと思っている。今冬「ペットボトルあんか」で省エネをし

た。我が家の暖房は、ガスファンヒーター、エ

アコン、灯油ストーブの使い分けである。冬の

部屋の温度は、だいたい 16 度位である。（服を

重ね着して、靴下も重ね履きしている）灯油ス

トーブは、必要な場所に移動ができること、上

にやかんや鍋を乗せて使えることが魅力であ

る。 

 

省エネナビは、家族の省エネ意識に大いに有効(愛知県：野原さん) 
概要：省エネナビは、家族の省エネ意識に大いに有効でした。赤いランプを付けないよう

にしよう、と心がけるようになり、これまで特に寒いと予報されるとき以外は雨戸を

閉めなかったのに、その熱保存効果が客観的に判ると、家族みんなで毎日励行するよ

うになり、私（いちばん省エネにうるさかった）が今日はやめとこというと、むしろ

娘が省エネといって、面倒がらず実行するようになった。家族が省エネについて共通

意識をもつことが大事だと思ってきましたので、これは大きな前進である。 
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＜北陸地区＞ 

学校等での省エネ教育 

「とやま環境チャレンジ１０」（富山県：中島さん） 
概要：地球温暖化に絡む環境問題をクイズ形式で出題。温暖化防止のためには、まず「知 

ること」も重要。子供たち一人ひとりが「我が家の環境大臣」になってほしいという

思いで臨んだとのことです。 

 
 

自治体：ＮＰＯ等での講演/ワークショップ 
「蕎麦をよりエコで味わおう」（石川県：森井さん） 
概要：家庭のキッチンや食卓が、楽しい環境教育の場になることを目指し、食材、調理器 

具や調理方法など、環境への負担を少なくすることを実践しながら学べるエコクッキ

ングの講座を開催されました。 

 
 
消費者力の向上(富山県：串田さん) 
概要：「消費者力」を高めるための講座の講師をしていますが、その中の 30 分程度の時間

で「省エネ」に関する情報を提供すると共に、協力して頂きたい旨の話をしています。 
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「冬の鍋物語」(石川県：千原さん) 
概要：「石川県暮らしと環境を考える会」会員に鍋の省エネ効果を学んでいただき、３か月

間なるべく鍋物を食べて省エネしようという当会のプロジェクトに取り組んでいた

だくことからスタートし、その結果会の定例会や HPの掲示板等で発表しました。 
 
メディアからの取材 

一番大事なのはごみを作らないこと(富山県：中島さん) 
概要：この 3年間で市民向けの講演が 7回、小中学

校での出張授業は 7 校で実施。環境問題には
気を使い、ペットボトルを買わないよう水筒を

持ち歩き、エコドライブを心がける。 
 
 
 
 
 
 
 
ブログ 環境ＩＳＯと経営品質 あれこれ(石川県：西村さん) 
概要：私は環境コンサルタントとして小規模事業者のお手伝いをしていますが、多くの事

業所では、環境保全は事業活動とは別の余分な仕事のように捉えられていました。省

エネや省資源はコスト低減でありマーケティングの有効な手段であることを知って

欲しいと思い 2004 年より環境問題の啓発ブログを始めました。現在では、1 日平均
120アクセス数、そのうち 3割～5割が該当ブログを閲覧いただいています。http：
//nsweb.cocolog-nifty.com/ 

 
ブログ 地域密着ブログ金沢いきまっし(石川県：村田さん) 
概要：「地域密着ブログ金沢いきまっし」では、金沢の情報を中心にお伝えしております。

その中で、行政ＮＰＯ情報というタイトルで省エネルギーセンターからのお知らせを

掲載しています。 
http：//blog.ikimaccy.jp/ 
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＜近畿地区＞ 

自治体：NPO 等での講演 

「いまさら聞けない地球温暖化」(大阪府：片岡さん) 
概要：市民を対象に大阪市の環境学習センターにて地球温暖化に関する啓発活動の一環と

して「いまさら聞けない地球温暖化」と題する講演を行った。基礎的であるが、地球

温暖化のメカニズム、IPCC 第４次報告書の概要の解説を行うとともに、具体的に一
人ひとりが温暖化防止に貢献しうる例として、家庭における省エネルギー活動につい

て話を行った。 
 
環境問題と環境家計簿の紹介(兵庫県：雜賀さん) 
概要：大阪湾フェニックスセンターで働く３０人の

方に、地球温暖化と環境家計簿の付け方を説明

した時、男性ばかりでしたので、待機電力を減

らす方法を中心に説明を行いました。仕事場で

はＩＳＯ１４０００を取得して環境に配慮し

ていたが、家庭では無関心だったことに気づい

て頂けたようです。 
 
 
「省エネ家電製品の普及推進」(和歌山県：赤在さん) 
概要：家電店は家庭の省エネナビゲーターというタ

イトルで、フォーラムが開催され、その中で発

表者として「省エネ家電製品の普及推進」をテ

ーマに話を行いました。 
 
 
 
 
省エネ主婦の一日(兵庫県：西村さん) 
概要：Ｃキッズネットワークのメンバーが作ったプログラムである「省エネ主婦の一日」

では、一日を朝からたどりながら、省エネできる行動をみんなで考えるというもので

す。CO2を減らすために家庭でできることをグループで考えていきました。 
 
 
 
 



47 
 

環境問題全般の出前講座の実施(兵庫県：秦さん) 
概要：C：キッズ：ネットワークに所属し、省エネに限らず環境問題全般の出前講座を企画、

実施しています。学童保育を中心に出前講座を実施しました。19年度は宝塚市でゴミ
分別方法が変更されたのに伴い、ゴミ分別、削減プログラムに多くの依頼をいただき

ました。他にも大型カルタやすごろくを通じて省エネを学ぶ講座や紙芝居や実技を交

えてリサイクルを学ぶ講座も実施、好評いただきました。 
 
地球温暖化と私たちの暮らし(大阪府：野村さん) 
概要：地球温暖化の現状と防止対策としての生活の知恵を解説し、さらに緑地回復のため、

大阪狭山市周辺の荒廃した竹林整備を呼びかけた。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

講演会活動等について(兵庫県：野網さん) 
概要：最近の傾向として各自治体が行っている老人大

学が多くなっています。先日大阪市立住まい情

報センターが公募（定員 50名）に対し 58名参
加希望があり環境、省エネ意識が高まっていま

す。（そのときの写真を添付します）私は、環境

問題はさらっと喋り主に身近に出来る省エネを

自分が実験し、実践した省エネをデーターで裏

づけ、わかりやすく話をすることを心がけてい

ます。当日持参する実験装置は照明の省エネ比

較装置、エコワット、放射温度計、照度計等話

より見て理解をしてもらう、来てよかったなと

思ってもらう講演を目指しています。 
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学校等での省エネ教育 

「地球温暖化って何だろう？」（京都府：竹花さん） 
概要：自転車で発電体験を行ったり、雨ガッパを被って「温暖化する地球」を体感したり

という体験型学習とともに、地球温暖化に関する紙芝居なども上演した。参観日に実

施した（児童４０名、大人３０名）ので、親子での活動を重視して話をした。 
 
「地球がお熱だ」(福井県：村上さん) 
概要：写真は「地球がお熱だ」の紙芝居です。この

紙芝居は、時々出てきて子供に働きかけます。 
 
 
 
 
環境出前講座(奈良県：世古さん) 
概要：企業での環境教育ということで、業務と直結する安全や健康問題を盛り込んで欲し

いとのことでした。休日というのに 50名弱の人が集まりました。内容は、①講演（地
球環境問題：60分）、②省エネゲーム：30分、③講演（薬品業界：奈良県の CO2排
出の現状と対応、企業における EHS(環境：健康：安全)と CSR（企業の社会的責任）：
60分）。アンケートからは参加者の温暖化問題への高い関心がうかがい取れました。 

 
出前環境教育『省エネ教室』を実施(大阪府：吉冨さん) 
概要：約 120人の 6年生の児童を対象に出前環境教

育『省エネ教室』を実施した。生活（学校、家

庭）の中でエネルギーの無駄使いを気付かせる

とともに、無駄をなくすための省エネ提案がで

きることを目標とした。 
 
 
 
PTAでの子供達が主体となる環境取り組み(京都府：片岡さん) 
概要：2008年子ども達は、ご近所からアルミ缶を集めて潰して換金しています。昨年は、

20 万円以上の PTA 収入です。2007 年は、PTA 土曜塾では、環境ラーメンの作り方
と環境ろうそく作りをしました。今年は、講師をまねいての、子供達が主体となる環

境取り組み支援を、予定しています。具体的には、京都東寺の堀の水質浄化を子供達

が行っています。 
参考写真 2005年度 HP http：//www.kyoto-pta.jp/sho-p/minamiouchi/index05.html 
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省エネルギークッキングでは「上手にいただきます」の野菜の一生に焦点をあてます(兵庫

県：黒谷さん) 
概要：ひょうご環境出前教室（体験型を含む）が小学校：児童館：地域の団体等から 46件

の教室依頼があり、神戸市立公民館では４館より、エコ教室（春季：秋季講座）があ

りました。その中で、専ら省エネルギークッキングを取り上げた際には、省エネルギ

ーセンターの冊子「上手にいただきます」の『野菜の一生』を使い、フードマイレー

ジをはじめ日常生活の中でのエネルギーについてお話をしています。 
『あなたの｢もったいない心」活かしましょう！｣と言葉がけをしています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
沸騰し 

 
 
 
「地球温暖化防止への取組み」講演報告(大阪府：中野さん) 
概要：6月 21日（土）、京都橘高校文化講演会で、1：2年生 640人を対象に、地球温暖化

防止への取組みについて講演を行なった。講演では、担当の先生が提案する「学校環

境家計簿活動」の展開に向けて、省エネ、節水、廃棄物削減の具体策につき、学内全

体で連携して活動を行なうよう提案した。また

行政や省エネルギーセンターの促進事業への

参加案 4件も紹介した。最後に、「もったいな
い」気持ちをもって、「辛抱：がまん」しなが

ら、良いと思ったことは「隗よりはじめ」、環

境問題のニュースに注目するようエールを送

って講演を終了した。 
 

ジャガイモやわらかいよ！ 
野菜の一生 

保温料理 
米粉のシチューつくり 
沸騰して 5 分煮る＋25
分包む＝出来上がり！ 
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「照明の省エネ：分光筒を作り、光エネルギーを考えよう」(和歌山県：楠さん) 
概要：白熱灯の論議は古いのではと思っていました

が、その後温暖化対策として、蛍光灯の販売促

進対策が政府から発表されたので、目的が達成

された感がありました。フォログラムシートの

費用は、自治体の環境学習から出資願いました。 
 
 
 
夢(アイデア)を形に作る喜び体験事業(和歌山県：前岡さん) 
概要：県の委託事業でＮＰＯ法人アタックメイト和

歌山は和歌山市内の藤田小学校をたずね、モノ

づくりや発明の楽しさを体験してもらった。省

エネ普及活動の中に環境、省エネ、子どものモ

ノづくりを加味し変化をもたせた活動を行っ

ている。 
 
未来の地球を子どもたちの手に残すため(大阪府・辻さん) 
概要：私は、かねてから次代を担う子どもたちに「環境消費者」としての自覚をもって、

環境に優しい行動を、との強い気持ちから、消費生活相談担当の産業振興課や環境課

とコラボレーションし、昨年度から 6月の環境月間に、町内の小学 4年生を対象とし
て、出前特別授業「小学校環境セミナー」をしています。「セミナー」では、P P Tや
実際のワークショップ（P E Tボトルの正しい捨て方）を通じて、わかりやすく楽し
める授業にしました。私たちは日々の生活で、商品だけでなく「ゴミ」も一緒に買っ

ているということに気づき、そのゴミが増え続

けたことで、私たちの地球環境はどうなってい

るのか？また、このままだとどうなってしまう

のか？そこで、どのような行動をしたらいいの

か？子どもたちは熱心に P P Tの画像を見つ
め、考え、実際にワークをし、授業を終えまし

た。未来の地球を子どもたちの手に確かに渡せ

る活動を展開していこうと思います。 
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地域での取り組み 

「家庭の省エネ相談所」(京都府：浦さん) 
概要：自治体が参加しているパートナーシップ組織（京のアジェンダ 21フォーラム）で実

施した「家庭の省エネ相談所」事業に「省エネアドバイザー」として参加し，研修で

学んだ内容や自ら学習：実践した内容をもとに相談を受ける人へアドバイスを行いま

した。 
 
「市内で２号目、太陽光発電設置（京都府：石田さん） 

概要：長岡京市内の保育園に太陽光発電設備設置の

ため長岡京市環境の都づくり会議が活躍その

メンバーの方々とともに行動。」 

 
 
 
 
 
市民による自治体環境監査システム(滋賀県：本郷さん) 
概要：八幡市では、行政独自の自治体環境監査システムに則って、市民を含む環境監査が

行われている。第 2ステージをが 全国に先駆けて行った。近隣の市町村から 関係
者もオブザーバーとしての参加があった。一般市民が環境市民監査に参加することで

市の取り組みがわかるし、市民の姿勢と行政の方針が理解できるので大変参考になっ

た。今後市民の目線で 行政とともに進める環境自治体宣言にふさわしい市になれる

よう一緒に推し進めたいと感じた。 
 
“－（マイナス）５０７０“に向けて(大阪府：新開さん) 
概要：私達のＮＰＯ法人は豊中市が策定した「地球温暖化防止地域計画チャレンジー（マ  

イナス）７０」を具体的に取り組むために、プロジェクトチームを組み、現在準備作

業を進めています。４つの計画を実施していくうち、省エネ機器、省エネ住宅への取

組み等に対する支援システムの構築：地球温暖化防止エコポイント制度の仕組みづく

りの２つを一般的なコンサルへの委託ではなく、NPO なども参加できる「提案公募
型委託制度」で、実施団体からの提案を公募し、採択された団体と協働で進めること

にしました。左側のメニューから「地球温暖化対策プロジェクト」をクリックしてく

ださい。参考 http：//www5b.biglobe.ne.jp/~toyonaka/ 
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私のエコ活動報告(京都府：藤井さん) 
概要：リタイヤに合わせて 幾つかの公共事業でのボランティアを始めて７年目になりま

すエコだけでなく、文化事業（数箇所の美術館博物館などや文化イベント）のお手伝

いなど 幅広く楽しんでいます。 
 

京都市環境保全活動センター http：//www.miyako-eco.jp/index.htm のボランティ

ア 
京都府温暖化防止活動推進センター http：//www.kcfca.or.jp/の推進員として  
ＮＰＯ気候ネットワーク http：//www.kikonet.org/の運営する自然エネルギー学校 
自然エネルギー学校の写真は http：//www.kikonet.org/res/sb.cgi?cid=3 

 
省エネ家電への買換相談(京都府：天野さん) 
概要：京都市中京市役所にて省エネ相談を実施しま

した。現在話題の省エネ家電への買い替えにつ

いて診断を行いました。 
 
 
 
 
 
食べものの旅 ～食卓から地球温暖化防止を考える～(大阪府：西村さん) 
概要：食料自給率が３９％になった原因は、食生活が米中心から肉類中心の欧米型になっ

たためだといわれています。調理や食事が家庭内で行なわれず家庭外に依存する「食

の外部化」が増え自給率の低下を一層助長する

ようになりました。そのため、多くの食料を輸

入していますが、フード：マイレージの各国比

較でも日本はトップで輸送に大量のエネルギ

ーを消費しています。 そこで、二酸化炭素の

排出量も考えて、1970年代（材料費 540円）
と現代（材料費 1,500円）の夏と冬の夕食を作
っていただきました。 

 
地元野菜を学校給食に(福井県：木村さん) 
概要：生ごみを堆肥にして有機野菜を作り、学校給食に野菜を提供し、その残り野菜を有

効に活用するために朝市を開催したり、地産地消でフードマイレージ運動の啓発を行

いました。 



53 
 

「アースディ平城京」(奈良県：岡本さん) 
概要：「環境」問題を広く知ってもらうために「平城遷都祭」と併せて「アースディ平城京」

を開催しています。「啓発」から「行動」へ、各種団体が交流を通じて実践活動を出

来るように奈良県民環境ネットワークを通じて PR活動を進めています。 

 
竹炭焼き(兵庫県：坂本さん) 
概要：放置された里山を整備して、竹炭を焼き（炭素固定）、環境に優しい梅林を造成して

（CO2削減）鶏糞の有効利用。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
工場見学会での出展(兵庫県：山田さん) 
概要：工場見学会にあわせて子供向けの環境コーナ

ーを設置しました。当社の環境取組を理解いた

だくとともに、よい住宅にも関心をもってもら

う工夫をした。 
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大阪市地球温暖化パートナーシップフェアでの環境漫才(大阪府：宇田さん) 
概要：12 月大阪市地球温暖化パートナーシップフェ

アでの環境漫才に出演しました。相方とのか

けあいでは会場を沸かせました。 
 
 
 
 
 
環境問題の現状と対策についての省エネ講座を受講(兵庫県：細見さん) 
概要：1月 30日（水）日本消費生活アドバイザー：コンサルタント協会（ＮＡＣＳ）より 

講師を迎え、江崎グリコお客様相談室員 15 名が環境問題の現状と対策についての省
エネ講座を受講した。日頃からゴミの分別、コピー紙の再利用、室温のこまめな調整

などに努めているが、講座終了後にはさらに各自省エネ目標を決めた。また、省エネ

対策の具体的な効果やエコグッズの購入方法など質問が相次ぎ、意識がより高まった

ことが感じられた。 
 
エコ双六(兵庫県：金月さん) 
概要：エコ双六と題して、子どもを対象に学習会を 
   実施しました。 
 
 
 
 
 
 
 
「地球が危ない！私たちができること～どうする地球温暖化問題～」(大阪府：山本さん) 
概要：大阪狭山市まちづくり大学では、「地域の問題を解決したい」「住みよいまちにした

い」「行政と協働して自分たちにできる協働の輪を広げたい」と考えている市民と行

政職員の交流の場として設立され、それぞれの業務に携わる行政職員が講師をお願い

しています。まちづくり大学の HP 
http://www12.ocn.ne.jp/~simin025/sub14xmachizukurix2.html 
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講演会や環境フェアーでの展示を通じて省エネ普及活動を推進(奈良県：森田さん) 
概要：地域の婦人団体や社会福祉協議会の会合で「美しいま

まの地球を子孫に」や「エコな～ら大作戦」をテーマに

講演し、地球温暖化や炭酸ガスの理解を得たうえで、冷

房２８度、家電のプラグ引き抜き、旬の食材、そして省

エネ家電への買い替え等を、「これな～ら出来る、省エ

ネ８つのポイント」として話し、その日からの省エネ実

践に役立てて頂いた。 
 
 
 
「大阪市なにわエコライフ」の推進(大阪府：岩井さん) 
概要：平成 14 年 10 月に大阪府知事より「大阪府地球温暖化防止活動推進員」の委嘱を受

け地球温暖化防止活動をしています。活動の 1 つとして「大阪市なにわエコライフ」
（大阪市民に対して環境家計簿を普及啓発する事業）の「なにわエコライフの説明会」

で市民に環境家計簿を普及させるための講師をしています。内容は①地球温暖化につ

いてのメカニズム②なぜ環境家計簿をつけるのか③環境家計簿の書き方などです。平

成 14年度から今年まで 7年間、大阪市の旭区など 5区で 35回環境家計簿の説明会の
講師をし、省エネルギーの普及啓発を行いました。今後も環境家計簿の普及活動を通

して、CO２の削減と省エネルギーの普及に努めます。 
 
家庭における温暖化防止実践例(兵庫県：竹重さん) 
概要：朝早くおきて、しっかり食事をして、夜の食

事は軽くし早く寝るというライフスタイルに

することで温暖化防止になる。しかしながら、

ライフスタイルの転換には家族の合意も必要

なわけで、時間をかけて実施した結果、家族か

らの協力を得て推進できるようになった。 
 
 
｢太陽光発電“千里の道も一歩から”を普及に｣(奈良県：西田さん) 
概要：講座やイベントには太陽光パネルのほか、太陽エネルギーの身近な利用として太陽

熱温水や雨水、ソーラークッキング等幅広くその普及啓発に力を入れている。私の普

及活動目標は、県民約 145 万人の１％。15,000 人の方々に伝え、語り合うことで実
践につながり、輪の広がりを期待している。現在路半ばであるが一生現役として全う

したいと考えている。“美しい地球を未来のこどもたちに”、それが究極の夢である。 
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レジ袋削減意見交換会(奈良県：畑中さん) 

概要：地球温暖化防止活動の一環としてレジ袋削減運動、マイバック持参のキャンペーン

やビラで啓発運動を実施してきた。また市内のスーパーマーケット各社に環境問題へ

の取組についてアンケート調査を実施し、その結果レジ袋削減、または有料化の実現

に向けて、行政、事業者、市民の三者の協議をもった。内容はわれわれの会の趣旨説

明、スーパーから環境への取組、フリーに意見交換、行政からは感想をお願いする。

今後マイバックの推進、レジ袋削減等に向けポスター等による啓発活動、学習や情報

交換を実施する。そしてそれぞれの立場で努力していく。 

 

子ども環境フェスティバルの開催(京都府：野田さん) 

概要：環境問題を正しく理解し、これに積極的に向

き合える子どもを育てることを目的に、子ども

環境フェスティバルを開催した。京都技術士会

によるおもしろ実験教室が人気を呼んで来場

者 100 名を超える盛況となり、会場は子供の
熱気と歓声に溢れる一日となった。 

 
 
家庭の省エネ診断でのアドバイス(京都府：園田さん) 
概要：城陽環境パートナーシップ会議（市民：行政：企業：環境団体が参加）では、数名

のチームを編成し、京都府内で共通のプログラムを用いて、イベント時に省エネ診断

を実施しています。昨年より４回を数え、最近

は本年５月に城陽市役所内で行いました。この

時の基本資料として、省エネセンター編の「家

庭の省エネ大辞典」が活躍しています。診断時

にはその人の一番のポイントをアドバイスし、

残りはこの本で勉強してもらいます。 
 
環境負荷の低減を向けて中小企業でできること(奈良県：橋本さん) 
概要：EA21 は環境省が主導して、地球環境戦略研究機関 持続性センター(IGES－CfS)

が認証登録機関として指定された中小企業向けの環境マネジメントシステムです。中

小企業版の ISO14001といえます。制度の詳しいスキーム等については下記ホームペ
ージをご覧ください。 
ＵＲＬ：http：//www.ea21.jp 
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環境教室 夏休み子供理科教室(兵庫県･徳山さん) 
概要：ペットボトルで作る風力発電機：風力発電は、温暖化の原因となる CO２を発生しな

いのでクリーンエネルギーとしての知識。風車は、ペットボトルを利用して、風車を

各自で作って発電機に取付て 扇風機の風を当てて発生した電圧をテスターで測定

します。実験の後は、底板をつけて自分の家に取付 風の方向を調べよう。 
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省エネ活動実績表
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個人の取組 

わが家での省エネナビの取り組み(大阪府：落合さん） 
概要：10月中旬に省エネナビ設置し、稼動開始した。自宅では、11月にトップランナーの

省エネガス給湯器に買い替えを実施した。省エ

ネナビを設置したことで、家族の省エネ意識が

大きく変わったことが収穫となった。そのなか

でも、①テレビのつけっぱなしを無くすこと、

②風呂の集中利用を心がけていることが大き

い。下記のグラフは、省エネナビの月極め回収

データグラフである。 
 
省エネナビを設置したことで(兵庫県：原さん) 
概要：省エネナビを設置したことで、省エネに対する意識が否応なく高くなり、体もそれ

に応じるようになってきた。受講後の前年比の電力使用量（領収書ﾍﾞｰｽ）が 12月～3
月で毎月下がり 23.5%減であった。これは待機電力のｵﾌ、大部屋を仕切って小部屋暖
房、器具のこまめなｵﾝ：ｵﾌ、設定値見直し等であり、省エネは意識の部分が大きい事

が分かった。今後、器具代替などによる省エネと意識による省エネを自身の実績をも

って普及を進めたい。 
 
エコドライブの実践(兵庫県：菱田さん) 
概要：中央部に 16.7km/lの文字が読み取れると思い

ます。自動車メーカーのテストコースではすば

らしい数値が出ますが、一般行動での走行では

2割～3割、わるくすると 4割もダウンしてし
まいます。 

 
 
自宅でグリーンカーテン（ゴーヤ）を実施(兵庫県：片岡さん) 
概要：自宅でグリーンカーテン（ゴーヤ）を実施。その効果を確認した。（蒸散作用による

室内温度の低下、窓辺のグリーンの爽やかさを体感⇒添付写真を参照方） この普及

啓蒙として、講演会の機会や身近な人々に語った。 
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家庭での取組(和歌山県：渡辺さん) 
概要：エコスイッチのあるコンセントにケーブルテレビの機器をつなぎ見るとき以外は消

している。温水便座も使うときだけ電源をつける等、省エネに更なる努力をしたい。

雨水利用についても本格的にやりたいと計画中である。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
メディアからの取材 

「親子工作教室」（京都府：長野さん） 
概要：小学校四年生（＋保護者）を対象に、温暖化問題や太陽

光発電、節電の意義を分かりやすく説明。また、児童ら

は牛乳パックで家を作り、屋根に太陽光パネルを取り付

け、電子基盤への配線まで行った。太陽光パネルに光を

当てるとメロディーが流れる仕組みに、児童らは喜んで

いたとのことです。 
 
京都府：鍵谷さん(京都会場) 
概要：京都ＦＭ放送の市民リポーターが、リサイクル、環境問

題やエネルギー問題等について毎週数分間放送してい

る。放送の中で、省エネナビの有用性を説明し、省エネ

コンテストについてアナウンスをした。ナビの設置は、

配電盤内に密に配線されていること、電力センサーに必

要なコンセントが近くにないことから手間取りながら

も稼動している。幼児 3人の 6人家族であり、子供の教
育に大きな影響があるものと見守りながらデータを記

録している。 

テレビとケーブルテレビとパソコ

ン一式（パソコンとプリンターと

電気スタンド）使うときだけスイ

ッチを入れる。 
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＜中国地区＞ 

自治体：ＮＰＯ等での講演/ワークショップ 

「ひまわり通りＥｃｏ事業」（広島県：二宮さん） 
概要：主に「ペットボトル風力発電機」「ペットボトルソーラー発電」の作成を担当。子供

たちと一緒に発電機を作成、設置されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
アースボールを使ってアイスブレークを(岡山県：中平さん) 
概要：アイスブレークと地球の現状についてアースボールを使っています。最後には空気

をすこし抜いて エネルギーがなくなっていることを伝え見せます。具体的には、「地

球はきれいですね、どんな色があるかな？」生徒に答えてもらいます。あお：海   

白：雲：氷 緑：森 黄色：砂漠等答えてもらいます。今地球はどうかな「この中で

増えている色、へっている色があります」と講師が呼びかけます。白がへって青が増

えている。黄色が増えて緑がへっている。こんな答えが返ってきます。そうなんです

ね。「いま、地球は病気になっていますね。」

もう一つ 地球からは石油や石炭などのエ

ネルギーをもらっていますが どんどんな

くなっていますといって 空気をすこし抜

きます。と 地球がたいへんなことを気付

かせ、地球を救うために勉強しようと呼び

かける。 
 
 
 




